
こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す
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問へ
の
生
活
環
境
保
全
上
の
支
障
を

除
去
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、こ
の
こ
と
の
み
で
、

合
意
と
納
得
が
得
ら
れ
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
不
安
が
解
消
さ
れ
る
と

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
強
い
要
望
な

ど
に
つ
い
て
、
一
歩
も
二
歩
も
踏

み
込
み
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
検

討
を
行
う
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、

考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

県
が
主
張
す
る
原
位
置
浄

化
策
・
Ｄ
案
に
よ
り
、
周
辺

答

現
在
の
こ
う
着
し
た
事
態

の
打
開
に
は
住
民
の
皆
さ
ん

の
要
望
や
疑
問
に
で
き
る
限
り
こ

た
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
具
体
的
に
は
、
大
き

く
４
つ
の
対
策
の
柱
を
考
え
て
い

ま
す
。
①
焼
却
炉
の
撤
去
お
よ
び

固
ま
っ
て
存
在
す
る
有
害
物
が
明

ら
か
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
撤
去

も
含
め
た
適
正
な
対
処
、
②
対
策

工
実
施
期
間
中
に
お
け
る
周
辺
生

活
環
境
へ
の
配
慮
、
③
安
定
化
ま

で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
監
視
委
員

会
の
設
置
、
④
処
分
場
土
地
の
県

有
地
化
の
検
討
で
す
。

こ
う
し
た
住
民
の
皆
さ
ん
の
意

向
を
で
き
る
限
り
盛
り
込
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
原
位
置
浄

化
策
を
構
築
し
、
７
自
治
会
の
地

元
の
皆
さ
ん
に
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
同
意
を
得
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
最
終
処
分
場
問
題

問対
す
る
意
見
を
出
す
際
に
中
長
期

整
備
実
施
河
川
の
検
討
や
県
の
河

川
整
備
計
画
を
判
断
材
料
と
考
え

る
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
国

土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
が
策

定
を
進
め
て
い
る
河
川
整
備
計
画

と
県
管
理
河
川
の
中
長
期
整
備
実

施
河
川
の
検
討
内
容
が
ど
の
よ
う

に
関
連
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

知
事
は
、
ダ
ム
に
つ
い
て

の
判
断
や
国
の
整
備
計
画
に

答

自
然
的
・
社
会
的
条
件
が

大
き
く
変
化
し
、
限
ら
れ
た

財
政
の
も
と
で
効
率
的
、
効
果
的

な
投
資
が
求
め
ら
れ
る
中
に
あ
っ

て
も
、命
を
守
り
、生
活
や
産
業
へ

の
壊
滅
的
な
被
害
を
防
ぎ
、
水
害

を
最
小
化
す
る
た
め
に
、効
率
的
、

効
果
的
に
河
川
の
整
備
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
中
長
期
整
備

実
施
河
川
の
検
討
は
、そ
の
た
め
、

河
川
ご
と
の
優
先
順
位
を
検
討
し
、

ラ
ン
ク
分
け
を
す
る
も
の
で
す
。

国
の
ダ
ム
計
画
が
あ
る
河
川
も

県
が
管
理
す
る
区
間
に
効
果
が
及

ぶ
も
の
は
、
安
全
度
が
ど
の
程
度

向
上
す
る
の
か
、
他
の
県
内
河
川

河
川
整
備
・
ダ
ム

問題
は
、
我
が
国
の
食
の
安
全
を
大

き
く
揺
る
が
せ
ま
し
た
。
食
の
安

全
は
、
国
任
せ
で
は
決
し
て
解
決

し
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
へ
の
対
応

を
含
め
て
、
県
民
の
食
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
本
県
の

取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

三
笠
フ
ー
ズ
株
式
会
社
に

よ
る
事
故
米
の
不
正
流
通
問

答

県
で
は
、
食
の
安
全
・
安

心
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
食
に
関
す
る
迅
速
な
情
報

提
供
を
は
じ
め
、
安
全
、
安
心
な

農
林
水
産
物
の
供
給
の
促
進
や
生

産
、
製
造
か
ら
流
通
過
程
に
お
け

る
指
導
・
監
視
の
強
化
を
図
る
な

ど
関
係
部
局
が
連
携
し
た
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
故
米
の
不
正
流
通
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
保
健
所
が

該
当
施
設
に
立
入
調
査
を
行
い
ま

し
た
が
、
事
故
米
を
食
べ
た
方
の

健
康
被
害
や
も
ち
米
加
工
品
等
の

メ
タ
ミ
ド
ホ
ス
の
検
出
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
食
の
安
全
に
か
か
わ
る

県
民
か
ら
の
相
談
窓
口
を
各
保
健

所
に
設
置
し
ま
し
た
が
、
現
在
、

健
康
被
害
の
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
農
林
水
産
省
に
対
し

て
、
一
日
も
早
い
全
容
の
解
明
や

速
や
か
な
情
報
公
開
と
再
発
防
止

の
確
固
た
る
方
策
を
早
急
に
打
ち

出
す
よ
う
、
緊
急
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

県
と
し
て
は
、
健
康
危
機
管
理

調
整
会
議
を
開
き
、
関
係
部
局
と

食
の
安
全

これからの整備実施河川についての説明会

問と
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
市
町
村
を
実
施
主
体
と
す

る
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す
。

基
本
構
想
の
戦
略
的
な
取
組
の

中
で
も
、
県
民
の
生
命
を
守
る
た

め
に
、
保
健
医
療
・
福
祉
提
供
体

制
の
整
備
を
一
番
に
あ
げ
て
お
ら

れ
る
知
事
と
し
て
、
そ
の
決
意
を

伺
い
ま
す
。

社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ

る
人
々
の
保
健
制
度
の
充
実

答

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
、

対
象
者
や
保
護
者
の
医
療
費

負
担
が
多
額
と
な
ら
な
い
よ
う
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
確
保
す
る

た
め
の
制
度
で
す
。
公
費
で
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
県

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
医
療
依

存
度
の
高
い
方
の
生
活
の
安
定

や
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
な
ど
に
貢
献
し
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

県
と
し
て
は
、
公
助
と
し
て
の

福
祉
医
療
制
度
を
将
来
に
わ
た
っ

て
堅
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
の
制
度
を
持
続

的
、
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ

い
の
か
、
今
後
と
も
、
引
き
続
き

市
町
の
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
、

幅
広
く
議
論
を
し
て
い
き
た
い
と

福
祉
医
療
制
度

考
え
て
い
ま
す
。

第 47 号

と
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
淀
川
水
系
河
川

整
備
計
画
案
と
中
長
期
整
備
実
施

河
川
の
検
討
は
、
そ
の
意
味
で
は

関
連
し
ま
す
。

【臨時会】
決議第２号

【定例会】
意見書第５号
意見書第14号
意見書第15号
意見書第16号
意見書第17号

意見書第18号

意見書第19号
意見書第20号
意見書第21号
意見書第22号
意見書第23号

意見書第24号
意見書第25号
意見書第26号
決議第３号

議案番号 件　　　　　　　　　　名 結果

【臨時会】
（知事提出）
議第155号
【定例会】
（議員提出）
会第３号
会第４号
会第５号

会第６号
（知事提出）
議第156号～
議第161号

議第162号～
議第167号

議第168号～
議第171号

議第172号～
議第176号

平成20年度滋賀県一般会計補正予算（第２号）

滋賀県議会議員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例案
滋賀県政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例案
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備
に関する条例案
滋賀県議会会議規則の一部を改正する規則

平成20年度滋賀県一般会計補正予算（第３号）ほか５件

マザーレイク滋賀応援寄附条例案ほか５件

平成19年度滋賀県一般会計および各特別会計歳入歳出決算の認
定を求めることについてほか３件
権利放棄につき議決を求めることについてほか４件

議案番号 件　　　　　　　　　　名 結果

可　決

可　決
可　決
可　決

可　決

可　決

可　決

継続審議

可　決

９月定例会で採択した請願
b永住外国人の地方参政権確立を求めることについて
b肥料、飼料等の価格高騰について
bトンネルじん肺根絶の抜本的な対策について
b特定健康診査、特定保健指導に係る国民健康保険組合への助成について

議第155号平成20年度滋賀県一般会計補正予算（第２号）に対す
る附帯決議案

永住外国人の地方参政権の確立に関する意見書案
淀川水系河川整備計画（案）の見直し等を求める意見書案
雇用促進住宅の退去困難者への支援強化に関する意見書案
新たな過疎対策法の制定に関する意見書案
原油価格の高騰を受け、低炭素社会、循環社会の構築を求める
意見書案
造林公社の経営の健全化と公社営林の適正な管理のための支援
を求める意見書案
肥料、飼料等の価格高騰に関する意見書案
社会保障関係費の2,200億円削減方針の撤回を求める意見書案
生活品の物価高騰に対する緊急対策を求める意見書案
遠位型ミオパチーの難病指定を求める意見書案
ヒトＴ細胞白血病ウイルス1型（HTLV－1）関連疾患に関する
意見書案
食の安心、安全の確保に関する意見書案
協同労働の協同組合法（仮称）の速やかな制定を求める意見書案
トンネルじん肺根絶の抜本的な対策に関する意見書案
仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）のとれたまち
づくりに関する決議案

可決

可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決

可決
可決
可決
可決

●造林公社問題対策特別委員会
委 員 長：家森　茂樹　副委員長：角川　　誠、辻　孝太郎
委　　員：生田　邦夫、中谷　哲夫、九里　　学、清水　鉄次、西川　　仁、

西沢　桂一、石田　祐介、山田　尚夫、辻村　　克、三浦　治雄、
梅村　　正、山田　　実、出原　逸三

●決算特別委員会の設置
平成19年度滋賀県歳入歳出決算の認定議案を審査するため、決算特別委員会を設置

し、９月定例会後の５日間にわたって審査を行いました。
委 員 長：吉田　清一　副委員長：谷　　康彦
委　　員：奥村　芳正、野田　藤雄、西村　久子、九里　　学、柴田智恵美、

佐橋　武司、節木三千代、西沢　桂一、宇賀　　武、山田　和�、
辻　　　貢、梅村　　正、中沢　啓子

し
ま
す
。
効
率
化
、
専
門
性
向
上

の
観
点
か
ら
、所
管
区
域
も
状
況
に

応
じ
て
見
直
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
ス
リ
ム
で
効
率
的

な
体
制
と
な
る
よ
う
努
め
、
職
員
の

定
数
削
減
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

９月臨時会・定例会で審議した意見書・決議９月臨時会・定例会で審議した主な議案

滋賀県議会のホームページ http://www.pref.shiga.jp/gikai/

の
連
携
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
引
き
続
き
全
庁
あ
げ
て
の

取
組
を
進
め
ま
す
。

議 会 の お 知 ら せ


